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１ はじめに
本稿の目的は､ 文部科学省現代  の ｢人材交流によ
る産官学連携｣ 分野 (平成  ～  年度)､ ｢実践的キャ










をその趣旨・目的としている｡ この ｢実践的｣ とは､ 学
生一人一人の職業に対する意識や能力を直接的に高める









(注 ) ｢特色  ｣ が､ 継続的に実績を上げている取組






























Comparative Analysis Of Internship-Programs On Modern Educational
Good Practice Policy
藪 下 武 司
Takeshi YABUSHITA
文部科学省現代  のキャリア教育および産官学連携分野では､ 各大学のキャリア教育の一環として､ 様々な形態
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ターンシップ｣ では､ 専攻科を中心に､ 学外授業 (イン
















要科目は､ ｢海外実習｣ ｢インターンシップ｣ ｢国際協力
研修実習｣ を必修科目としたこと｡ 特に海外実習では､
受講生の経済的負担をいかに軽減して最大の教育効果を
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｢平成  年度活動報告 (概要)｣ による､ ｢小中高大連
携による学校インターンシップの推進｣ の学生評価は､
｢プロジェクト参加後に身についたことは何か｣ に対し
て､ ｢行動力､ 年上の人と話す楽しさ､ 自分から積極的
に話しかけるようになったこと｣､ ｢これから更に何を身
につけていきたいか｣ に対しては､ ｢言葉遣い､ コミュ












リア形成論 ､  ｣ ｢インターンシップ ､  ｣ の 科目を
継続的に履修することが効果的な学習である｡ また､ 合





























(目的) とし､ ｢職場でたくましく活躍できる人材で､ そ
のために ｢社会力｣ 的視点からの総合キャリア教育が最
も有効かつ最適な人材育成プログラム｣ であると考えた｡
それは､ 既存のキャリア教育に加え､ 新たに ｢キャリア
































の開催時期｣ については､ ｢ちょうどよい｣､ ｢遅い｣ と
いった意見はあったが､ ｢現代  プログラムはあなた
にとって｣ という問に対しては､ ｢とても役立った｣､
｢役だった｣ の合計  ％､ ｢参考になった｣  ％､ ｢   
セミナーはあなたにとって｣ という問に対しては､ ｢と






































実・強化｣ と ｢大学等を拠点として､ 産業界の優秀な人
材を活用しつつ､ 産学が共同で行う先端的・実践的人材
育成のための教育プログラム｣ を開発することが例示さ































たですか｣ に対して､ よかった  ％､ どちらかといえば
よかった  ％､ ｢インターンシップで得た成果は｣ に対
して､ 職業意識の形成   名､ 責任感・自立心の向上
  名､ 適職の確認  名と続いた｡ その他にも ｢この経
験をどのように生かしていくか｣､ ｢インターンシップ全




(注 ) 県立広島大学     ､    － ､  －  ､   －  ｡





(注 ) 帯広畜産大学     ､     －  ､   －  ｡
(注 ) 京都工芸繊維大学     ､   ｡
(注 ) 倉敷芸術科学大学     ､    －  ､   －  ､
同     ､     ｡








(注  ) 長岡大学     ､    － ､   －   ｡
(注  ) 阿南工業高等専門学校     ､    － ｡



















































い  ％｣ 計  ％→ ｢分かりやすい  ％｣ ｢まあまあ  
％｣ 計  ％へ増加｡
  →  年： ｢分かりやすい  ％｣ ｢まあまあ  ％｣ 計  





  →  年： ｢あった  ％｣ ｢同業種があった  ％｣ 計  
％→ ｢あった  ％｣ ｢同業種があった  ％｣ 計  ％へ
と増加｡ ｢なかった｣ は  ％→  ％へ減少｡





  →  年： ｢長すぎる｣ ｢長い｣ が減少し､ ｢ちょうど良
い｣ が増加｡




  →  年： ｢自分たちだけで行きたい｣ が増加し､ ｢教
員の同行｣ は減少した｡




  →  年： ｢来て欲しくない｣ が減少し､ 実習先訪問を
希望する学生が増加した｡
(問  ) ｢報告書の作成方法についての説明は｣









  →  年： ｢現在のままでよい｣ が減少､ ｢希望者のみ｣
が増加｡





  →  年： ｢とても  ％｣ ｢まあまあ  ％｣ 計  ％→同
｢  ％＋  ％｣ 計  ％へ減少し､ 分かりにくくなった｡





あまあ感じた  ％｣ 計  ％→同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％
へと､ あまり変化はない｡
  →  年： ｢とても感じた  ％｣ ｢まあまあ感じた  ％｣
計  ％→同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％へと少し増加し､ 重
要性を認識した学生が増加｡
(問  ) ｢実習先は友達と同じがよいか｣
  →  年： ｢絶対に同じ ％｣ ｢できれば同じ  ％｣ 計
  ％→ ｢絶対に同じ ％｣ ｢できれば同じ  ％｣ 計  ％
へ減少｡ 同じでなくても良いという意見｡
  →  年： ｢絶対に同じ ％｣ ｢できれば同じ  ％｣ 計
  ％→ ｢絶対に同じ ％｣ ｢できれば同じ  ％｣ 計  ％
へと増加｡ 年度ごとに詳しく調査する必要がある｡
(問  ) ｢実習に行きたかったですか｣
  →  年： ｢とても  ％｣ ｢できれば  ％｣ 計  ％→同
｢  ％＋  ％｣ 計  ％へ増加｡














  →  年： ｢是非  ％｣ ｢できれば  ％｣計  ％→同 ｢  
％＋  ％｣ 計  ％へ減少｡





  →  年： ｢とても  ％｣ ｢やや  ％｣ 計  ％→同 ｢  
％＋  ％｣ 計  ％へと減少｡




  →  年： ｢思わない  ％｣ ｢全く思わない  ％｣ 計  
％→同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％へと増加｡
  →  年： ｢思わない  ％｣ ｢全く思わない  ％｣ 計  





る  ％｣ 計  ％→同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％でほぼ一定｡
  →  年： ｢決まっている  ％＋だいたい  ％｣ 計  






  →  年： ｢東海地方｣ が  ％→  ％､ ｢県内｣ が  ％
→  ％へと減少､ ｢出身市｣ が  ％→  ％へと増加した｡






  →  年： ｢非常にそう思う  ％｣ ｢そう思う  ％｣ 計
  ％→同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％へ減少した｡
  →  年： ｢非常にそう思う  ％｣ ｢そう思う  ％｣ 計










きたい  ％｣ 計  ％→同 ｢  ％＋ ％｣ 計  ％へと増加｡
  →  年： ｢行っておけば良かった  ％｣ ｢ 年生で行
きたい ％｣ 計  ％→同 ｢  ％＋  ％｣ 計   ％となっ
た｡
(問  ) ｢実習は就活に影響を与えたか｣
  →  年： ｢かなり ｣ ％ ｢ある程度  ％｣ 計  ％→
同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％へ増加｡
  →  年： ｢かなり  ％｣ ｢ある程度  ％｣ 計  ％→
同 ｢  ％＋  ％｣ 計  ％､ でこの項目は変化なし｡
(問  ) ｢実習先の企業に､ 就職したいと思うか｣
  →  年： ｢是非  ％｣ ｢できれば   ％｣ 計   ％→同
｢ ％＋  ％｣ 計  ％｡ 逓増傾向｡













  →  年： ｢非常に  ％｣ ｢ある程度  ％｣ 計  ％→
同｢  ％＋  ％｣ 計  ％へ増加
  →  年： ｢非常に  ％｣ ｢ある程度  ％｣ 計  ％→





















































































































































































・同上 (    ) ｢平成  年度 『社会力』 的視点からの総
合キャリア教育－リエゾン型キャリア教育の構築を目
指す－｣ 報告書｡
・富山県立大学     ｢学生の自立を促す統合的キャリ
ア増進プラン｣ 現代  平成  年度活動報告書｡ 同
     ｡
・藪下武司・河野篤・中川雅人     ｢インターンシッ
プに関する調査研究報告書－本学学生と岐阜県を中心
とした東海地域の企業に対する意識調査､ および ｢調
査の比較研究－｣ 中部学院大学｡
・日本学生支援機構 『大学と学生－現代的教育ニーズ取
組み支援プログラム－』 第   号､     年 月｡
・日本学生支援機構 『大学と学生－インターンシップ－』
第   号､     年 月｡
・財団法人大学コンソーシアム京都     『    年度イ
ンターンシップ・プログラム実施報告書』｡
研究紀要 第10号
― 122―
